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１ 　『思ひ出す事など』の風景
　松山から刊行されていた「ほととぎす」を東京に移し、所謂東
京版「ホトトギス」を始めた時
（一八九八・一〇・一〇、二巻一号か
ら）
、正岡子規は俳句のみならず新しい文章を志向し、仲間と一
つの題で思うまま自分なりの文章を書く試みを始める。後の募集文章・募集日記につながる試みである。その最初の現われが、雲をめぐって子規・虚子・鳴雪・不折等が数行ずつの短文を寄稿した、 「雲」という三ページほどの誌面
（一八九八・一一・一〇、二巻
二号）
に他ならない。子規は三種類の短文を書き、その試みの方
向性を示している。
○月夜、雲を見る。月の位置と雲の形状と相待つて奇を尽し変を極む。
（下略）
○深山幽谷に在りて馬頭に生じ脚底に起る所の雲は変化が劇しいから誰も之を見て喜ぶ。併し平地に在りて晴天の雲を見て楽む人は少い。
（下略）
○春雲は絮の如く、夏雲は岩の如く、秋雲は砂の如く、冬雲は鉛の如く、晨雲は流るゝが如く、午雲は湧くが如く、暮雲は焼くが如し。
　わずか数行ずつであっても、子規の関心のあり方、眼の付け所
は、はっきりうかがえる。すでに根岸の家の六畳の病床での不自由な闘病生活を強いられてはいるものの、精神 張りは旺盛 、ここにも子規特有の、ものの変化への飽くなき関心、分類癖、表現の多様性への探求が見られる。さらに、一人で書いた「雲 日記」
（一八九九・一・一〇、二巻四号）
では、二週間ほどの間の雲の
観察が、簡潔に書き留められている。その日そ 日 雲に対する関心のあり方と、そうした試みの意識的な持続の姿が、うかがえるわけだ。
　不自由な闘病生活と言えば、所謂「修善寺の大患」前後の夏目
漱石の慣れない闘病生活も、人間が外界をどう つめて日日を送っているものなのかを考える 典型的な材料だと思わ る。一時、長与胃腸病院に入院していた漱石は、一九一〇年
（明治四三）
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八月六日、転地療養のために修善寺温泉に赴く。容態は好転せず、ついに八月二十四日夜、五〇〇グラムの大吐血をし、貧血による三十分間の人事不省に陥った。所謂「修善寺の大患」である。その後、奇跡的に回復 十月十一日に帰京し、長与胃腸病院に再入院、翌一九一一年
（明治四四）
二月二十六日にやっと退院した。 『思
ひ出す事など』
（一九一〇・一〇・二九～一九一一・二・二〇「東京朝
日新聞」文藝欄に断続連載、 「大阪朝日新聞」では三・五まで、全三二回）は、十月二十日から書き出された、この間の思いを述べた文章である。
　『思ひ出す事など』の「五」
（一九一〇・一一・一八掲載）
で、漱
石は、 「病気の時には自分が 歩現実 世を離れた気になる」とまず言い さうして健康の時 はとても望めない
長の
閑ど
かな春が
其間から湧いて出 此安らかな心が即ちわが句、わが詩である」と、この小品の執筆意識とスタイルの説明を試みている。漱石は、『思ひ出す事など』を書き進めながら。手元の手帳の中から、書き溜めていた詩歌をアトランダムにちりばめる その根底には一つの「情調」に包まれて るとい 気持があったように思う。
　『思ひ出す事など』の世界は、静かに話が進められた以降、手
探りで生きることの実感に測沿をおろしていく。その際、一貫して漱石は、自分なりに自然を見つめることをベースにして 展開させ 行くのである、
秋の江に打ち込む
杭くい
の響かな
　是は生き返つてから約十日許して不図出来た句である。澄
み渡る秋の空、広き江、遠くよりする杭の響、此三つの事相
に相応した様な
情調
が当時絶えずわが微かなる頭の中を徂徠
した事は未だに覚えて居る。
秋の空
浅あさ
黄ぎ
に澄めり杉に
斧おの
　是も同じ
心の
耽ふけ
り
を他の言葉で云ひ現したものである。
 
（傍線中島）
　漱石がここで言う「情調」 「心の
耽ふけ
り」は、この時期いつも空
を見つめることから生まれているように思う。が、漱石は『思ひ出す事など』の中で、内容や体験から言って出て来てもいい ずの子規の名前を、一回も出すことは無いのである。病床の漱石、文字通り暫くは仰向けに寝ているだけで動くこともままならぬ石が、子規のことを全く思い出さなかったことは無いに違いない。しかし、作品で一回も言及しないことからは、漱石の意識が子規とかなりかけ離れたところにある 、あるい 強 意識し過ぎたためにそれを意識的に相対化しよう つとめたであろうを感じさせる 「五」では、言及され のは「空」だけだが石の感性をうかがわせる、そして漱石の若き日の絵画体験が印象的に描かれる「二十四」
（一九一一・一・一八）
では、 「空」に寄り
添うように「雲」が描かれるようになる である。
　「余は好意の干乾びた社会に存在する自分を甚だぎこちなく感
じた」の一節が三回繰り返される「二十三」
（同一・一六）
で、苦
い思いを語った漱石は、一日あいて「二十四」で懐かしい思い出を語り始める。
　小供のときに家に五六十幅の画があつた。ある時は床の間
の前で、ある時は蔵の中で、又ある時は虫干の折に、余は交
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る〴〵それを見た。さうして懸物の前に独り蹲踞まつて、黙然と時を過すの 楽とした。
（中略）
　画のうちでは彩色を使つた南画が、一番面白かつた。
（中略）
　或時、青くて丸い山を向ふに控えた、又的
皪
と春に照る梅
を庭に植へた、又柴門の真前を流れる小河を、垣に沿ふて緩く繞らした、家を見て──無論画絹の上に──何うか生涯に一遍で好いから斯んな所に住んで見たいと、傍にゐる友人に語つた。
　よく知られた一節だが、漱石の思い出す構図は、実際にこの画
と特定すべきものなのではなく、漱石の内部で色付けされた、いわば夢の世界であったろう。 「自分の気に入つた天然の色と形が表れてゐれば夫で嬉しかつた」と言うのも、子規のように実際の事実・事物へ 凝視から定着された風景と言うより、あくまでも一つの「情調」の次元につながる懐かしい世界だった で
る１
。
　それは二十四五年も前のことであつた。
（中略）
けれども
南画に似た心持は時々夢を襲つた。ことに病気になつて仰向に寐てからは、絶えず
美くしい雲と空
が胸に描かれた。
 
（傍線中島）
　こう漱石が続けているのは、そのすぐ後に書か ている、修善
寺などでの小宮豊隆の配慮 無い言
動２
に対する反動であろうが、
それだけ「胸に描かれた」この「美くしい雲と空」は、実際の風景を超えて、漱石の心情に寄り添うものだったのである。事 、漱石の日記
（九月八日から、手帳に書かれた自筆日記は再開されている）
を見ると、病臥の漱石は、八畳の部屋から外を眺める状態には無い。再開初日
（九・八）
、 「秋の江に打ち込む杭の響かな」など三
句がまず記され、 「○赤蜻蛉、燕」の一行も見えるが、はっきりと見つめられたわけではないであろう。 「寐ながら空を見る」（九・一二）
、 「生きて仰ぐ空の高さよ赤蜻蛉」
（九・二四）
とあり、
九月二十五日の夕食を起き上がって食べた感想を、 「○始めて床の上に起き上がりて坐り 時 今迄横にのみ見たる世界が堅に見えて新しき心地な 」
（九・二六）
と書いている。全く初めての
体験が続くが、それの一方の焦点として、あ 「美くしい雲と空」があったことは、改めて注意されてよいだろう。
２ 　ドストエフスキーへの眼
　『思ひ出す事など』の世界で興味深いのは、病臥中の漱石の知
的関心の様相、とりわけ 時期に特徴的な何冊もの洋書の閲読の記録が見えることである。小説執筆を離れ、転地療養 いう気持で修善寺に赴いた漱石は、何冊もの読みたいと思ってい 洋書を携えていた。 『思ひ出す事など』の「三」
（一一・八）
で、アメ
リカの哲学者ウィリアム・ジェイムズ
W
illiam
 Jam
es （一八四二─
一九一〇）
の死を悼んだ漱石
は３
、この回の少し先で、 「教授の最後
の著書『多元的宇宙』を読み出し のは今年の夏 事である。修善寺へ立つとき、向へ持つて行つて読み残した分を片付けやうと思つて、それを五六巻の書物とともに鞄の中に入れ 」 打ち明ける。体調がままならず、 『多元 宇宙』
A
 P
uuralistic U
niverse
（
L
ongm
ans, G
reen &
 C
o. 1902 、漱石文庫に現存）
の閲読は遅々として
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進まない。病床での読書を再開したのは、九月も下旬のことである。 「多元的宇宙は約半分程残つてゐたのを、三日許で面白く読み了つた」とあるが、事実日記に、 「○昨日 雨終日。午前にジエームスの講義を読む。 面白い」
（九・二三）
とあり、 「○午前ジエー
ムスを読み了る。好き本を読んだ心地す」
（同）
とも記されている。
　二十二日から雨で、青空も見えない。雨は一晩中降り続き、翌
二十三日にかけて、漱石の意識は書物の中にじっと向けられてジェイムズの描く世界に逍遙する。幸いな は、この著作のトーンが漱石の心情に合ったことで、漱石は「三」 で、 「ことに教授が仏蘭西の学者ベルグソン 説を紹介する辺りを、坂に車を転がす様な勢で馳け抜けた」と言い、 「余が教授の文章にいたく推服したのは此時 ある」と記す。ジェイムズと、 「親しい気脈を通じて彼此相倚る様な心持」を感じたという は ジェイムズ哲学の概念・観念性とでは く、世界への心の持ち方、それを保証する文体、言わばあの「情調」の世界というレベルで、いかにもぴったりした感じを持ったの あろ
う４
。
　ぴったりした感じということでは、この時期のドストエフス
キー
（一八二一─八一）
との関連も見落とせない。その意味で、 『思
ひ出す事など』の「二十」
（一九一一・一・五）
の一章は、これま
で以上に丹念に分析されなければならない 思う。 何故なら、 「二十」の記述 、この頃読んだ洋書の影響 明らかに かがえるからである。 『多元的宇宙』の後、クローチェ
J. B
. C
roce （一八六六
─一九五二）
の『美学』
A
esthetic （
M
acm
illan &
 C
o. 1900 、漱石文庫に
現存）
、バーンス
C
. D
. B
urns （一八七九─一九四二）
の『現今哲学』
T
he G
row
th of M
odern P
hilosophy （
Sam
pson L
ow
, M
arston &
 C
o. 
1909 、同）
と読了してきた漱石は、十月十一日の帰京の少し前の
五日から、イギリスのロシア文学通の著述家ベアリング
M
aurice 
B
aring
（一八七四─一九四五）
の『ロシア文学の道標』
L
andm
arks 
in R
ussian L
iterature （
M
ethun &
 C
o. 1910 、同）
を読み始めた。日
記
（一〇・六）
に、 「○昨日ベアリングの露文学を読み出す」とあ
る
（読了日の記載は無い。次の別の洋書閲読の記載が明らかにあるのは、
十月十九日である）
。
　もう一度、 「二十」の冒頭を読み直してみよう。
　ツルゲニエフ以上の芸術家として、有力なる方面の尊敬を
新たにしつゝあるドストイエフスキーには、人の知る如く、小供の時分から癲癇の発作があつた。われ等日本 は癲癇と聞くと、たゞ白い泡を連想するに過ぎないが、西洋では古くこれを神聖なる
疾やまい
と称へてゐた。此神聖なる疾に冒かされる
時、或は其少し前に、ドストイエフ キーは普通の人が大音楽を聞いて始めて至り得るやうな
一種微妙な快感
に支配され
たさうである。それは
自己と外界との円満に調和した境地
で、丁度天体の端から、無限の空間に足を滑らして落ちるやうな心持ちだとか聞いた。
 
（傍線中島）
　「一種微妙な快感」とか「自己と外界との円満に調和した境地」
などという表現は、この時期の漱石の心情を考えるのに格好の言い回しだが、すでに清水孝純氏の「注解」
（新版『漱石全集』第十
二巻「小品」 、一九九四・一二・二〇、岩波書店）
が明らかにしている
ように、この一節はベアリングの著書 記述を踏まえたものであ
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る。更に検討を深めたいので、 『ロシア文学の道標』
（全七章、原
著で三〇〇ページ）
の中の、 「
V
I D
ostoievsky 」
（本全体の約半分の、
一四〇ページ近い紙幅が当てられている）
の「
III D
ostoievsky ’s C
har-
acter 」の次の一節を、ていねいに見てみたい。
　
T
he ancients called this  “the sacred sickness. ” Just before 
the attacks, D
ostoievsky felt a kind of rapture, som
ething 
like w
hat people say they feel w
hen they hear very great 
m
usic, a perfect harm
ony betw
een him
self and the w
orld, a 
sensation as if he had reached the edge of a planet, and 
w
ere falling off it into infinite space. A
nd this feeling w
as 
such that for som
e seconds of the rapture, he said, you 
m
ight give ten years of your life, or even the w
hole of it. 
B
ut after the attack his condition w
as dreadfull, and he 
could hardly sustain the state of low
-spirited dreariness and 
sensitiveness into w
hich he w
as plunged.
　引用した英文の三分の二の部分を踏まえた、そのままの直訳の
ような箇所が存在し、残りの数行の英文の部分は、 「二十」の終わりに方にある、 「発作前に起るドストイエフスキーの歓喜は、瞬刻のために十年もしくは終生の命を賭しても然るべき性質のものとか聞いてゐる」という一節に用いられている。漱石は全く断っていないが、 「とか聞いた」 「とか聞いてゐる」という中身の部分は、ベアリングのほぼ忠実な翻訳なのである。 「一種微妙な快感」は、原文では、 「
a kind of rapture 」であり、 「自己と外界
との円満に調和した境地」は
a perfect harm
ony betw
een 
him
self and the w
orld 」に他ならない。
　漱石は、このドストエフスキーの不可思議な境地を念頭に置き
つつ、ベアリングの著書を手元に置きながら、大患後の、あの「情調」を振り返る。最初にベアリングの著書を読んだ時の思いが反芻され、 『思ひ出す事など』執筆時の心境から来た心境の再構成がなされたろう。その見 描写は、だから、実際の風景を描写したものであるとともに、一つの象徴的な風景をもわたくしたち読者に伝えてく 。そして そこにも、また「空」が登場する。
　余は当時十分と続けて人と話をする煩はしさを感じた。声
となつて耳に響く空気の波が心に伝つて、平らかな気分をことさらに
騒ざわ
つかせるやうに覚えた。口を閉じて
黄こ
金がね
なりとい
ふ古い言葉を思ひ出して、ただ仰向けに寐てゐた。難有い事に室の廂と、向ふの三階の屋根の間に、
青い空
が見えた。其
空が秋の露に洗はれ ゝ次第に高くなる時節であつた。余は黙つて此空を見詰めるのを日課の様にした。何事もない、又何物もない
大空
は、其静かな影を傾むけて悉く余の心に映
じた。
透明な二つのものがぴたりと合つた
。合つて自分に残
るのは、縹渺とでも形容して可い気分であつた。
  （傍線中島）
　漱石は、この部分で、あの「自己と外界との円満に調和した境
地」を、 精一杯の言葉を駆使して説明し、 言い換えている。 「二十」には、 「ドクインセイの細かに書き残した驚くべき阿片の世界」も連想したとするが、そうした作られた異常な世界を否定的に考え
る５
。ベアリングの著書に見出したドストエフスキーの不可思議
な境地の説明を 大患のもたらしたものを振り返るテコとしよう
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としたのである。それにしても、ここに記された、 「室の廂と、向ふの三階の屋根の間」から見える、このわずかな視界は、なんという世界だろう。漱石は、 「二十八」
（二・二）
の一節でも、 「向
ふの三階の屋根と吾室の障子の間 僅かばかり見える山の頂を眺めるたびに」という表現を用いている。これは 考えてみると、ガラス戸越し 庭 草花や大空を眺めら た子規の状況より、もっともっと苦し あり方ではないか しかし、漱石は実際の風景のほんの断片を見つつ、そこから広大な風景を心情の中で 感していたのである。
　そうした心境の表現として、最初俳句を試みていた漱石は、漢
詩の世界に入っていく。 「二十」に記された、 「恍惚として幽 な趣を生活面の全部に軽く且つ深く印し去つた」という世界を示すものとしては、もしかする 漢詩の世界がふさわしいも も知れない。
仰臥人如啞 　黙然見大空大空雲不動 　終日杳相同
　日記では九月二十九日の項に出ている、五言絶句である
（日記
では「見」は「対」 ）
。僅か二十文字の中に、 「大空」の語が繰り返
されていることを、余り否定的に見ることはない ろう。 「大空」の二文字を意識的に繰り返すことで 漱石は風景 の一体感を確認し、心情を解放しているのである。 「二十」 一章を書きながら、手帳の中のこの五絶を見出し、文末に書き添え 漱石の心境は、余裕に満ち ように思う。
　見事にドストエフスキーを媒介に、自己と大患のつながりを描
き切った漱石は、続く「二十一」では、ドストエフスキーを「死の門口迄引き摺られながら、辛うじて後戻りをする事の出来た幸福な人」と呼び、 「幸福」からもたらされる生きることの「嬉しさ」を反芻しよう する。この章は、 」と違ってキーの生涯を辿りつつ、死の宣言を受けながら、最後の所で死を免れた特異な経験に触れ 清水孝純氏が既出「注解」で記すように、ベアリングの本を踏まえつつ、かなり切り詰めた記述がなされている。漱石が用いたのは、二十ページほどで簡潔にその生涯を辿った「
II D
ostoievsky ’s L
ife 」の一節で、 「彼は彼の倶楽部
で時事 論じ 。已むなくんば只一揆あ のみと叫んだ。さうして囚はれた」と漱石が書く基になっ 、次の一節も見える。
　
O
ne evening at a m
eeting of this club, D
ostoievsky had 
declaim
ed P
ushkin ’s O
de on the A
bolition of Serfdom
, w
hen 
som
e one present expressed a doubt of the possibility of 
obtaining 
this reform
 except by insurrectionary 
m
eans. 
D
ostoievsky is said to have replied:  “T
hen insurrection let it 
be! ” O
n the 23rd of A
pril 1849, at five o ’clock in the m
orn-
ing, thirty-four suspected m
en w
ere arrested.
　「彼の倶楽部」の名前も、演説した時プーシキンの詩を朗読し
た事などは、余分なことかと考えられて、その後の紹介には何の記述も見られない。 「
T
here w
ere, that day, 21 degrees of frost 
(R
éaum
ur); the prisoners w
ere stripped to their shirts, and had 
to listen to their sentence 」の一節も、 「二十一度の霜に、襯衣一
枚の裸姿となつて、申渡の終るのを待つた」と切り詰められてい
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る６
。ベアリングの記述を、表現の概念でなく、出来事の次元で受
け止めようとしたのであり、その意味で「二十一」は、 「二十」とは対照的な色彩を持つのである。 「二十」で心情を凝縮した漱石は、 「二十一」ではそっと事実を辿る。ベアリングの書物の受け止め方でも、この様に違う る。 『思ひ出す事など』の面白さは、自分の内面に向かう、自分を解放するという、そうした表現構造における相反する重層的な世界が見事に言語化され、漱石から筆の動きのままにほとばしり出ているところ あろう。
３ 　重層的な「影」の世界
　『思ひ出す事など』の「二十」で、もう一つわたくしが興味深
く思うのは、先に二字下げで引用した高潮した部分の中 、 「何事もない、又何物もない此大空 其静かな影を傾むけて悉く余の心に映じた」という一節、とりわけここに記され 「影」の一語の位相である。この「大空」は、 「室の廂 、向ふの三階の屋根の間」に見える、限られた視界に切り取られた「空」である。「静かな影を傾むけて」というのは、恐らく、その姿かたちが自分の方に静かに迫るように というあり方を言っている だろう。だから、この「影」は、光によって作られる、物体が光をさえぎって生まれる黒い影などではなく、物体の姿そのもの、物体の輪郭という色彩を持ったもの 違い
い７
。
　「二十」ですぐ引き続く部分に、 「それは普通の夢の様に濃いも
のではなかつた。尋常の自覚 様に混雑したものでもなかつた。又其中間に横はる重 影でもなかつ 」とあるが、完全な夢 あ
わいでもなく、現実の輪郭が明瞭な世界でもなく、 「影」はその中間の、ある種の存在感を感じさせるものとして意識されているように思う。ここに描かれた「空」が、実際の空であるとともに、それを超えた「空」であると言えるのも、そのためなのである。「静かな形を傾むけて」ではなく、 「影」という語を使った表現意識を確かめたい。
　ヴィクトル・Ｉ・ストイキツァは、 『影の歴史』
A
 Short H
is-
tory of the Shadow
（原著一九九七刊、邦訳、岡田温司・西田兼訳、二
〇〇八・八・一八、平凡社）
の「序」で、プリニウス『博物誌』が
示す「芸術表象の誕生にまつわる神話」と、プラトン『国家』示す「認識表象の誕生にまつわる神話」を対応させ 更に「芸術表象の誕生」においても、 「単に暗 部分 輪郭をなぞっただけのものでなく」 、 「影は複雑な表象の領域に組み込まれ 量塊、浮き彫り、肉体 どの三次元を提示するものとなっていた「影」の持つ意味合いと、それを念頭に置いた新しい精神史のアウトラインを示した。そうした文脈で、漱石の表現における「影」の位相を、少しずつ問題にしていかなければならないだろう。
　その意味で、 「情調」の世界が、やや「興」という色彩に染まっ
てしまってはいるが、 『草枕』
（一九〇六・九・一「新小説」 ）
の世界
は、恰好の分析対象であろう。わ く は 中でも「風景」 描き方において、 「十一」の場面に注目する。それは、 興来れば興来るを以て方針とする。興去れば興去るを以て方針とする」という意識から造型されるが、語り手 「余」は、ここでさまざまな見聞・体験 、世界を見つめる「眼」を学ぶのである。
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　山里の朧に乗じてそゞろ歩く。観海寺の石段を登りながら
仰数春星一二三と云ふ句を得た。
　「十一」の冒頭の一文である。 「無責任の散歩」から生まれた俳
句が紹介されるが、言うまでも無く、星はこの時、三つだけ出ているのではない。 「一二三」と描くことこそ、漢詩のリズムに沿った、この時の風流なのであり、事実ではない描写が許されるのである。それに対し、次の一節は、 「影」を見事に用いた、 「余」の出会った世界の描写に っている。
　雨垂れ落ちの所に、
妙な影
が一列に並んでゐる。木とも見
えぬ、草では無論ない。感じから云ふと岩佐又兵衛のかい 、鬼の念仏が、念仏をやめて、
踴おど
りを踴つてゐる姿である。本
堂の端から端迄 一列に行儀よく並んで躍つて居る。其
影
が
又本 行儀よく並んで躍つて居る。朧夜にそゝのかされて、鉦も撞木も、奉加帳も打ちすてゝ、誘ひ合せるや否や、此山寺へ踴りに来たのだらう。
 
（傍線中島）
　この「影」は、もとより、物体の姿そのものを示す。まず「影」
と提示し、何だろうと思いながら眼をそちらに向けて、ゆ くりと光景を観察するのである。その過程で生まれた思いや想像が、書き込まれる。この意識の動きを追った描き方は、見事だ。
　近寄つて見ると大きな
覇さぼてん
王樹
である。高さは七八尺もあら
う、糸瓜程な青い黄瓜を、杓子の様に圧しひしやげて、柄の方を下に、上へ上へと継ぎ合せた様に見える。あの杓子がいくつ継がつたら、御仕舞になるのか分らない。今夜のうちにも廂を突き破 て、屋根瓦の上迄出さうだ。
　この一節は、 「覇王樹の処は虚子が大にほめて呉れたところだ」（一九〇六・九・二付、寺田寅彦宛書簡）
と記されているように、確
かに巧みで、虚子好みの写生の表現になっている。が、わたくしはこの章の結末近く、さり気なく「影」が用いられている次の一節の方が、 「影」という一語 効果が活かされた表現になっている様に思う。
　静かな庭に、
松の影
が落ちる。遠くの海は、空の光に応ふ
るが如く、応へざるが如く、有耶無耶のうちに微かなる、耀きを放つ。漁火は明滅す。「あの
松の影
を御覧」
「奇麗ですな」「只奇麗かな」「えゝ」「奇麗な上に、風が吹いても苦にしない」
 
（傍線中島）
４ 　『明暗』の達成まで
　『思ひ出す事など』を出発点にしたわたくしの視点は、最終的
には『明暗』
（一九一六・五・二六～一二・一四「東京朝日新聞」 、 「大
阪朝日新聞」は一二・二七まで）
のクライマックスの風景描写に行
き着く。 「空」と「雲」を通して、その軌跡の一端に触れて置きたい。津田が清子を温泉場に訪ねて行く場面
（百六十七）
では、
まず出立の朝、 「明る朝は風が吹いた。其風が疎らな雨のいとを筋違に地面の上へ運んできた」と記され、 「空」 「雲」の語が、何の修飾語の無 生の形で提出される。
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Ａ　時間通りに起きた津田は、縁鼻から
空
を見上げて眉を寄せ
た。
空
には
雲
があつた。さうして其
雲
は眼に見える風のやう
に絶えず動いてゐた。
 
（百六十七、傍線中島）
　その「雲」は、少し先で、汽車の窓から見える風景の重要な小
道具として、次のようにより実体感のあるものとして描かれるものとなって行く。
Ｂ　雨の上には
濃い雲
があつた。雨の横にも眼界の遮ぎられな
い限りは
雲
があつた。
雲
と雨との隙間無く連続した広い空間
が、津田の視覚を一杯 冒した時、彼は荒涼なる車外の景色と、其反対に心地よく設備の行き届いた車内の愉快とを思ひ較べた。
 
（百六十八、同）
　「空」から「雲」へと焦点が絞られると同時に、 「眼界」 「空間」「視覚」といった、 やや科学的な二字の熟語が姿を現わす。 表現も、「広い空間が」 「視覚を一杯に冒した時」というような、通常では用いられないような措辞が使用され、言語レベルからも緊張感を増すよう工夫されている。それが違和感の無いように使用されているのは、さすがとしか言いようが無い。
　ここで、 「眼界」という語に注目したい。眼に見える限りの空
間、という意味の「眼界」の語は、実は「修善寺 大患」後の最初の長篇であ 『彼岸過迄』
（一九一二・一・二～四・二九「東京朝
日新聞」 「大阪朝日新聞」 ）
の、漱石四女雛子の突然の死を背景に持
つ「雨の降る日」の章に見られるものである。漱石は、雛子 野辺送りをした翌日 骨上げ ため落合の焼き場に向か 現在の早稲田通りを高田馬場駅から西の方角に向かい、左右の欅の木
の光景に強い印象を持つ。 「大部分葉を失つた大きなけやきの幹が道 左右に並んで高く立つてゐる其幹は白けて枝の先は高く空に聳えてゐる。幹の頑丈な割合に先は非常に細い枝を持つてゐる。さうして其枝がファインに沢山かたまつてゐるから、ひとかたまりの様でさうして其隙間〳〵 空を割り込ませてゐる。夫から此高い木が左右に並んで路が少し廻つてゐるので丁度眼界が三角（往来を横ぎる地平線をベースにした）細長く高い三角になつて其頂点は枝と枝 交叉 た所にあるから道は暗い筈だが却つ通常の通である」という日記
（一二・三）
の描写は重く、漱石は『彼
岸過迄』の「雨の降る日」
（八）
ではそれを解体して、まず「眼界」
の語を、焼場から見える「綺麗な孟宗藪」や「麦畑」をじっと見詰める須永の「広い眼界」として描き、白い骨壷を抱いた千代子の見 風景として、 「其細い が遙か頭 上で交叉する程繁く両側から出てゐるのに、自分 通 所は存外明るいのを奇妙に思つて、千代子は折々頭を上げては、遠 空を眺めた」と、日記に記された「眼界」を「奇妙」な光景として印象付ける。こうして手 入れた「眼界」 用法が、晩年の『明暗』のクライマックスに、他の用語とともに見事なタイミングで使用され のである８
。
　『明暗』に戻ろう。夜となり、温泉場に向かう津田に、ある光
景が見えて来る。
Ｃ　一方には空を凌ぐほどの高い樹が聳えてゐた。星月夜の光
に映る
物凄い影
から判断すると古松らしい其木と、突然一方
に聞こえ出した奔湍の音とが、久しく都会の中を出なかつた
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津田の心に不時の一転化を与へた。彼は忘れた記憶を思ひ出した時のやうな気分になつた。「あゝ世の中には、斯んなものが存在してゐたのだつけ、何うして今迄それを忘れてゐたのだらう」
　不幸にして此述懐は孤立の儘消滅する事を許されなかつ
た。津田の頭にはすぐ是から会ひに行く清子の姿が描き出された。彼は別れ 以来一年近く経つ今日迄、いまだ此女の記憶を失くした覚がなかつ 。斯うして夜道を馬車に揺られて行くのも、有体に云へば、
其人の影
を一図に追懸けてゐる所
作に違なかつ
 
（百七十二、同）
　デモーニッシュな松の「物凄い影」が、次第に「物の影」では
なく、人の心を捉えて離さない「人の影」へと変容する様は、見事としか言いようが無い。
Ａ
→
Ｂ
→
Ｃ
という推移は、用語として
は「空」→「雲」→「影」ということになろうが、それは単なる用語の変化ではない。これまで検討して来たような、さまざまな時点での「風景」 自然」をめぐる語の表象とその内的な意味合いが、漱石の表現の進化と作品の動きの中で、一つの必然のシステムとして組織化されていることが大切な である。そ 表現システムを手に入れることこそが 漱石の作家的歩み ある、と言ってよいだろう。
　『明暗』の達成を確実にした頃、病臥する数日前の一九一六年（大正五）
十一月二十日夜、漱石は最後の漢詩を書いている。
真蹤寂寞杳難尋 　欲抱虚懐歩古今碧水碧山何有我 　蓋天蓋地是無心
依稀暮色月離草 　錯落秋声風在林眼耳雙忘身亦失 　空中独唱白雲吟
　漱石最後の七律の漢詩にも、 「白雲」の語が表われる。調べて
みると、 「雲」の漢字は、修飾語としては「孤雲」 「白雲」のように、せいぜい漢字が一字付けられるだけである。二文字で、ではどれだけの内容が込められるというのか。生涯の最後で、実はこの「白雲」の二文字だけでいいのではない 加藤二郎氏は『漱石と漢詩─近代への視線─』
（二〇〇四・一一・五、翰林書房）
の一
章「漱石詩の最後─『真蹤は寂寞として…』─」
（初出、一九九一・
一・一〇季刊「文学」二巻一号）
で、この「白雲」をめぐって、 「あ
る概念的なもの 象徴ですらなく 又一切 指示性を持たないという在り方に於てこそ、初めて天地山水は本質的に無我無心なのである」という理解を示した。 「雲」の種々相を解明するという、近代の科学的な手つ
き９
とは違った所で、漱石は、事物・表象・言
葉を結び付ける一つの達成を見せたの ある。それ 、近代の観念性を背後から問い直す、 つの言葉による精神の冒険であったのではないか。注（１） 　かつて眼にした何気ない風景（実際の風景でも描かれた風景でも
よい）に心温まる心情を覚える例は、例えば三好達治が懐かしく回想する、若き日の大下藤次郎の水彩画への親炙にも見られる。拙稿「風景の変容─画家大下藤次郎と詩人三好達治をつなぐもの─」 〈一九九六・二・一五「早稲田大学大学院文学研究科紀要」四一巻・第三分冊〉参照。なお、漱石が描いた南画風の山水画には、空は見られるが、雲は一切描かれていない。
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（２） 　漱石が大切にする自然と反対の、人間の齷齪した心情に囚われた
小宮の言動については、十月三日の日記にも記されている。
（３） 　日記によると、ジェイムズの死を雑誌で知ったのは、帰京後の十
月十三日のことである。
（４） 　ベルグソン
H
. B
ergson （一八五九─一九四一）について触れた
部分は、原著の半分近くの所である。大部の原著を漱石は一気に読了したわけで、この時 漱石の読書力には驚かざるを得ない。漱石とベルグソンの関係を含めて、こ 問題については別稿を期したい。
（５） 　漱石文庫に、ド・クインシー
T
. D
e Q
uincey （一七八五─一八五
九）の、 『阿片常用者の告白』
C
onfession of an E
nglish O
pium
-
R
ater （
G
. R
outledge &
 C
o. 1888 ）の名が見える。
（６） 　その一方で、原文の、 「
“If this catastrophe had not occurred, ” 
said D
ostoievsky, alluding to his sentence, his reprieve and his 
subsequent im
prisonm
ent,  “I should have gone m
ad. ” 」が、 「 『もし
最後の一節を欠いたなら、余は決して正気ではゐられなかつたらう』と彼自身が物語つてゐる」と、カギ付き 、そのままの形で再現されている部分も見られる。
（７） 　新版『漱石全集』第二十八巻「総索引」 （一九九九・三・二五、
岩波書店）では、 「影」の は余りにも一般的であるためか、残念ながら立項されていない。
（８） 　「眼界」の語も、全集の「総索引」では、立項されていない。（９） 　高山宏「雲をつかむような話─かたち三昧
60」 （二〇〇八・一二・
五「ＵＰ」 、後『かたち三昧』 〈二〇〇九・七・二二、羽鳥書店〉所収）に、雲をめぐる近代科学を踏まえた言説に いての素描がある。
　＊本稿は、第九十三回鎌倉漱石の会例会（二〇〇八・一二・七、鎌倉
帰源院）での同題の講演を出発点に、考察を深め ものである。
新 　刊 　紹 　介斉藤英雄著『漱石・龍之介の俳句』
　漱石と芥川の俳句を中心に、それぞれあ
る時期の句を取り上げて作家における実証的な分析を行っている。
　『夏目漱石の小説と俳句』に続いて二冊
目となる漱石の俳句については、九州と関わりがあるものに絞って論じられており、特に新婚旅行の際に詠んだ句を場所ごとに分類して細かく研究されている。従来よく語られる子規との関係につい も、結婚時の句のやり取りについてという新鮮な視点で語られてお 面白かった。
　一方で芥川の方については、 『ホトトギ
ス』時代の句と主治医であった下島空谷
詩集『薇』との関係についてそれぞれ一篇書かれている。著者独自の関心が論となったように思われ感銘を受けた。
　その他には俳人を論じたものとして、加
藤楸邨と石田波郷、長谷川櫂、種田山頭火、野見山朱鳥、角川源義についてのものがそれぞれ収録されている。（二〇〇九年五月 　翰林書房 　四六判 　二八〇頁 　税込三一 〇円）
 
〔佐々木伸〕
